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帰
宅
時
に
、
草
む
ら
か
ら
虫
の
声
が
し
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。 

よ
う
や
く
ホ
ッ
と
出
来
る
日
々
に
な
り
ま
し
た
。 

ち
ょ
っ
と
荷
物
の
整
理
を
し
て
い
た
ら
手
紙
、
写
真
、
書
類
な
ど
が
山
の
よ
う
に

出
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
書
籍
、
雑
誌
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
二
十
箱
近
く
。 

食
器
、
雑
貨
も
結
構
た
ま
り
、
絵
画
、
工
芸
作
品
も
ま
あ
ま
あ
の
数
で
し
た
。 

生
活
と
い
う
の
は
、
そ
の
空
間
に
あ
わ
せ
て
増
え
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

プ
ラ
ス
の
生
活
か
ら
マ
イ
ナ
ス
の
生
活
に
切
り
替
え
て
い
か
な
く
て
は
・
・
・
と

思
い
ま
し
た
。
あ
る
友
人
は
、
私
か
ら
見
て
い
る
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
く
て
、

自
分
の
制
作
も
、
畑
仕
事
も
、
展
覧
会
ま
わ
り
も
、
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
積

極
的
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
心
配
に
な
っ
て
、
私
は
、

そ
の
友
人
に
「
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
に
ね
！
」
と
言
い
ま
す
。
自
分
に
も
向
け

て
の
言
葉
な
の
で
す
が
、
頭
で
思
っ
て
い
る
以
上
に
身
体
は
正
直
で
す
か
ら
「
や

り
過
ぎ
」
の
私
に
し
て
み
る
と
、
そ
の
程
度
で
ち
ょ
う
ど
良
い
生
活
の
リ
ズ
ム
の

よ
う
で
す
。
住
居
空
間
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
な
り
、

年
齢
と
と
も
に
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
シ
ン
プ
ル
に
暮
ら
す
」
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ロ
ー
ホ
ー
著
（
中
経
出
版
）
を
手
元
に

置
い
て
読
ん
で
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
生
活
の
中
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大

切
な
の
か
が
よ
く
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
手
に
と
っ
て
み
て
下
さ

い
。
と
に
か
く
自
分
に
あ
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
自
分
ル
ー
ル
を
作
っ
て
実
行
、
続
け

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
シ
ン
プ
ル
ル
ー
ル
は
朝
五
時
～
六
時
の
起
床
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
（
バ
ナ
ナ
、
プ
ル
ー
ン
・
、
豆
乳
）、
二
十
分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、

体
重
測
定
。
夜
は
食
材
を
変
え
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
（
り
ん
ご
、
小
松
菜
、

レ
モ
ン
、
水
）、
二
十
分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
重
測
定
、
十
時
の
就
寝
、
三
食
は
昼

食
に
重
点
を
お
い
て
、
し
っ
か
り
、
そ
し
て
ほ
ど
ほ
ど
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ

る
・
・
・
こ
の
、
し
っ
か
り
、
ほ
ど
ほ
ど
が
難
し
い
の
で
す
が
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ

ュ
ー
ス
は
季
節
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
食
器
も
変
え
た
り
、
調
理
に

手
間
を
か
け
て
楽
し
ん
で
食
事
の
時
間
を
過
ご
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。 

毎
日
の
暮
ら
し
で
の
身
体
の
不
調
、
精
神
面
で
の
ダ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

誰
も
が
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
ま
ま
、
な
る
が
ま
ま
何
も
せ
ず
に
い
る
人
。
少
し
で
も
自
分
な
り
に
出
来
る

範
囲
内
で
の
努
力
を
し
て
い
る
人
。
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
を
実
行
し
て
い
る

人
。
一
人
で
無
理
な
ら
友
人
と
共
通
の
趣
味
や
身
体
を
動
か
す
場
を
見
つ
け
て
実

行
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
藤
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〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
展
覧
会
〉 

 

尾
崎
暁
美 

永
井
與
子 

二
人
展 

 

〈
企
画
〉 

 
 

― 

絹
の
織
り
な
す
悠
久
の
風 

― 

 

会
期 

 

九
月
二
十
六
日
（
水
）
～
十
月
二
日
（
火
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

 

二
〇
〇
四
年
に
ノ
イ
エ
ス
で
個
展
を
開
催
し
た
尾
崎
暁
美
さ
ん
と
安

中
市
松
井
田
在
住
の
永
井
與
子
さ
ん
の
二
人
展
で
す
。 

尾
崎
さ
ん
は
、
満
州
生
ま
れ
、
長
野
高
等
女
学
校
卒
。
結
婚
後
五
十

年
京
都
に
在
住
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
尾
崎
亜
美
さ
ん
の
お

母
様
で
す
。
帯
地
な
ど
を
使
用
し
た
創
作
バ
ッ
グ
な
ど
。 

ま
た
、
永
井
さ
ん
は
、
長
年
、
友
禅
の
世
界
で
仕
事
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
着
尺
や
帯
、
小
物
に
い
た
る
ま
で
季
節
感
溢
れ
る
柄
の
楽
し

い
作
品
が
並
び
ま
す
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白
川
昌
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〈
企
画
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会
期 

 

十
月
六
日
（
土
）
～
十
四
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

会
場 
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イ
エ
ス
朝
日 
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ペ
ー
ス
１
・
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「
今
回
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
彫
刻
の
仕
事
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
多
様
化
し
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
現
在
の
ア
ー
ト
領

域
の
な
か
で
、
彫
刻
も
具
象
形
態
が
完
全
に
回
帰
し
、
物
語
性
が
復

活
し
て
い
る
。
近
代
ア
ー
ト
の
な
か
で
切
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
た
ち

が
、
回
帰
し
て
き
た
の
だ
。
そ
う
い
う
中
で
彫
刻
の
可
能
性
を
ど
う

表
現
し
て
い
け
る
か
、
冒
険
を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
と
り
く
ん
で

い
き
た
い
。
」 
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f
 
w
a
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m
t
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プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
展 

 

会
期 

 

十
月
二
十
三
日
（
火
）
～
二
十
八
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
三
時
終
了
） 

 
 
 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

生
誕
一
三
〇
年
記
念 

上
州
の
探
検
家
・

矢
島
保
治
郎 

 
 

―
中
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・
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00
00
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の
旅 

 

小 

松 

健 

一 

作
品
展 

 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

 

十
一
月
十
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

 

特
別
企
画 

小
松
健
一
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

 
 

無
料 

 

① 

十
一
月
十
日 

（
土
）
午
後
二
時
三
十
分
～
四
時 

 
 
 
 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

四
時
三
十
分
～ 

② 

十
一
月
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
三
十
分
～
四
時 

 

記
念
写
真
報
告
集
限
定
版 

 

二
〇
〇
〇
円
（
税
込
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
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主
催 

矢
島
保
治
郎 

顕
彰
記
念
実
行
委
員
会 

 
 
 
 

後
援 

上
毛
新
聞
社 

 
 
 
 

協
賛 

朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社 

シ
グ
マ 

 

株
式
会
社 

写
真
弘
社 

 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社 

フ
レ
ー
ム
マ
ン 

 
 

株
式
会
社 

ニ
コ
ン 

 

株
式
会
社 

タ
ム
ロ
ン 

  

お
知
ら
せ 

  

突
然
の
お
知
ら
せ
で
す
が
、
彫
刻
家
、
沖
村
正
康
氏
が
九
月
四
日

に
肝
臓
ガ
ン
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
六
月
に
発
病
し
、
本
人
の
強
い
希
望
で
誰
に
も
言
わ
な
い
よ
う

に
・
・
・
と
の
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

ノ
イ
エ
ス
で
は
二
〇
〇
九
年
二
月
に
「
沖
村
正
康
彫
塑
展
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
他
の
仕
事
で
私
の
運
転
で
車
中
二
時
間

程
お
話
し
す
る
事
も
あ
り
、
沖
村
さ
ん
の
人
柄
に
触
れ
ま
し
た
。 

私
の
横
に
は
、
沖
村
さ
ん
の
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
彫
刻

家
ら
し
い
、
し
っ
か
り
し
た
品
格
の
あ
る
作
品
で
す 

ご
本
人
の
最
後
の
手
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で 

沖
村
さ
ん
ら
し
い
生
き
方
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

武
藤 


